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1 ．は じめに

　2011年 3 月 11 目に発 生 した 東 日本大震災で は 、構造

的 に 重 大 な被 害 が発 生 した集 合 住 宅 の ケース は 、阪神 ・

淡路大震災で の 被害実態
1）
に 比 べ て 少 なか っ た もの の 、

都 市部 を 中心 に 多 くの 中高層 集 合 住 宅 で 外 壁 の 亀 裂 や エ

キ ス パ ン シ ョ ン
・ジ ョ イ ン ト部の 破 損等 の 被害

2）、液状

化 な ど に よ る 電気 ・水 道等 の ラ イ フ ラ イ ン 停止 が 発 生 し、
居住 者 は生 活 を継 続 す る上 で さま ざまな支 障 を 来 した。
　本研 究 は 、居 住者 組 織の 構 築 と運 営、お よ び 共 用 施

設 ・設 備 ・情 報 シ ス テ ム の 活 用 の 観 点 か ら、災害時に安

全 安心 な分譲 マ ン シ ョ ン の 運 営方 法を 明 らか に す る こ と

を 日的 と して い る。本稿で は 、2011 年 3 月 11 口 に 発生

し た東 口本 大 震 災 で 被 災 した 仙 台市 ・浦安 市 の 集 合 住宅

を 対象 に 、建 物被害 と ライ フ ラ イ ン の 状況 、避 難行動、
地 震 直後 の 対応 、避 難 生活 ・復 旧 に向 け た対 応、相 互 支

援 活 動 等 に つ い て ヒ ア リン グ調 査 を行 い 、防 災 対応 を行

っ た 居 住者組 織 の 構 築状 況、お よ び 共 用施設 ・設 備 ・情
報 シ ス テ ム 活 用 の 観 点 か ら整理 した。

2 ．調査方法 と 調査 対象施設 の 概要

（1） 調査 の 概 要

　調 査 対 象エ リア と し て、高層 マ ン シ ョ ン が 多 く立地 し

て お り、地震 の 震 度 が 大 きい 、も し くは ラ イ フ ラ イ ン 被

害が 大き い 地域 と して 、仙台市 と浦安市を選 ん だ。調査

対 象 施 設 は、NPO 法 人東 北 マ ン シ ョ ン 管理 組 合 連合 会

似 下、東 北 管連 と称す ）、東京 湾 岸集合 住宅 ぼ うさい ネ

ッ ト ワーク 、及 び 、大 和 ライ フ ネ ク ス ト （株 ）か ら紹 介を

受 け た仙 台 市 の 6 施 設 、浦安 市 の 2 施 設 と した。調 査 は 、
表 1 の 通 り、2011年 5 月〜8 月 に実施 し た。主 な調 査内

容 は 、建 物 被 害 と ラ イ フ ライ ン の 状 況、直後 ・当 日以 降

の 避難行動、地 震直後の 対応、避難生 活
・
復 旧 に 向けた

対 応、相 互 支 援活 動 等 で あ る。
　 　 　 　 　 　 表 1 実施 した調 査 の 概 要

2011 年 5 月 21 目（上 ）

　東北 マ ン シ ョン 管理 組 合連 合会への ヒア リング調 査

　仙台市内の マ ンシ ョン 3件の 視察調 査 （
一

部ヒア リン グ調 査）

2011 年 8 月 10 日（水）

　 浦 安 市 内の マ ンシ ョ ン 2件 の 視察 調 査・ヒア リン グ調 査

2011 年 8 月 11 日（木 ）

　仙 台 市 内の マ ン シ ョ ン 3件 の 視察 調 査
・
ヒア リン グ調 査

（2） 調 査対 象施設 の 概要 と被害状 況

　 調 査 対 象施 設 の 概 要、お よび管 理 ・運 営 体制 の 概 要 を

表 2 に示 す。ま た 、対 象施設 の 地 震 に よ る被害概要 を 表

3 に 示 す。な お、表 2 の 下 の 2 施 設 に つ い て は 視 察調 査

の み で 、居住者への ヒ ア リン グ調査 は 実施 して い ない 。
表 2 の よ うに、浦安 市 の K，E、仙 台市 の N，　SS が約 200

戸以 上 の 大規模マ ン シ ョ ン、仙 台市 の S，　C，　NN は 50戸 前

後 の 小 規模 マ ン シ ョ ン 、仙 台市 の R は 100 戸程 度の 中規

模マ ン シ ョ ン で あ る。ヒ ア リン グ調 査 を行 っ た施 設 は、
大規模、も し くは 小 規模施 設 の 割合が多 く な っ て い る。
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大規模 マ ン シ ョ ン の 多 くは、管理 組 合 とは別 に、マ ン シ

ョ ン 単独の 自治会が あ り、防災組織 が設立 され て い た。

3 ．地震直後 の 初期対応

（1） 避 難行 動

　 各施 設 に お け る 避 難 行 動 の ヒ ア リン グ記 録 を表 4 に示

す。地震直後 は、どの 施設 で も在宅 者の 多くが 1階 に集

合 した。非 常 放送 設 備 が あ る施 設 で は 全 館 放 送 が 行 わ れ

て お り、避 難場所が 予 め 決 め られ て い た施 設 で は、そ の

集合場 所 に 在 宅 者 が 集 合 し た。
　当H 夜以 降、仙 台 市 内 の マ ン シ ョ ン で は、避 難 所 に行

っ た もの の 収 容 可能 な 人 数 を オ
ーバ ー

し、引き返 した 居

住者 が 多 か っ た との こ とで あ っ た。マ ン シ ョ ン の エ レ ベ

ータ
ー

が 停止 し、復 旧 に時間 を要 し たた め 、高層階の 高

齢 者 は避 難 生 活 を よぎな く され た。ヒ ア リン グ し た仙台

市内の マ ン シ ョ ン の 幾っ か で は 、準避 難 所を 申請 ・開設

し、2 日
〜5 卩 間 運営 して い た こ と が 明 ら か に な っ た。

（2）地 震直後の 対応

　各施 設 にお け る 地 震 直後 の 対 応 を 示 した ヒ ア リン グ記

録 を表 5 に示す。
　管理 組 合 ・自治会 ・防 災組 織 等 の 対 応 を示す。まず、
発 災 時 に在宅 して い た 管理 組 合等の 役 員

・
元役員

・
シ ニ

ア 組 織等 が地 震 直 後 に 集 ま り、災 害 対策 本 部 の 立 ち．．hげ

が行 われ た。そ の 後、全 世帯 の 安否確認、メ
ーリン グ リ

ス ト作成、管理 会 社 へ の 施 設 点 検 と緊急 補 修 の 依頼、ボ

ラン テ ィ ア チ
ー

ム の 結成な どが行わ れ た。ボ ラ ン テ ィ ア

活動の 種 類は、  物 資 受 付 ・安 否 確認 、  情報 提 供 ・共

有、  介助 ・家 具 起 し
・水 汲 み

・買 出 し
・写 真 （記 録

用 ） ・充 電 ・大 工 （補修 ）、  炊 出 し ・配 食、  公 的避

難所への ボ ラ ン テ ィ ア 派 遣 で あ っ た。ま た、受水槽 に緊

急 遮断弁 と採水 口 が あ らか じ め 設 置 し て あ り、居住者 の

間で 受 水槽 の 水 の 活 用 が 行 われ た 事 例 も見 られ た。
　大規模施設 で 管理 組合 と 自治会 が併存す る場合 に は、
管 理 組合 が 施設 点検 ・環 境 整 備 を 担 当 し、自治会 が安 否

確認 や避 難所運 営等 の 人 的 対応 を担 当す る とい うよ うに

　　表 5　 各施設 に お ける地震直後の 初期対応 の 具体例

  管理組合・自治 会 ・防災 組織 等 の 対 応

　・最初に 、管理 組合と自治会で仕事 の 切 り分 けをした 。役割 分担と

　 迅 速な連携に より、避 難 所の 秩 序ある運 営ができた。（太 r．1区・

　 N）（［本 マ ン シ ョン 学 会
3 ）
）

　・〔集 まっ た理事
・
役 員等 が〕震 災 対策本 部立ち上 げを行 っ た。支

　 援チ
ーム を結 成、各リ

ーダーを決め 、各 自で メンバ ーを集め ても

　　らっ た。  支援物資受付・安否確認、  情報提供・共有、  ボラ

　 ン ティア （介助、家具起し、水汲み、買出し、写 真、充電、工 作）、
　   炊 き出し

・
配 食、  避 難所ボランテ ィア派遣 （太 自区

・N）

　・地震 当 冂か ら炊き出しを開始。17 時ごろか ら非 常 放送 設 備 を用

　　い て 炊き出 し開始を呼びか け、ボラン ティアを募集。（太 白区
・N）

　・集まれる人 DSlI　1
．
1夜集合し、管理 会 社 に施 設 点検と緊急補修

　　を依頼した。（浦安市 ・K ）

　・新旧 役員等 5．6 人 が 自発 的 に集 会 室 に集 まり、アン ケ
ー

ト（安否

　　確認、メール ア ドレ ス 収 集 ）を作 っ て、全 住戸 を調 査、作業 終了

　　に 3 冂かかった。世帯の 8 割 の メ
ール アドレスを集め 、〔得意な

　　人が〕メ
ー

リン グリス トを作成。（浦安市・K）
　・地震 直後、在宅者が避 難場所 である広場に 集合し、集まっ た理

　　事 ・元 理 事 が人海 戦術 で居 住者の 安否 確認 を 実施 （浦安市・E）
　・シ ニ ア 組織 が 自主的 に、中庭 に テ ン トを 張っ て 対策本部 を立 ち

　　上 げた。（浦安市・E）

　・受 水槽 に緊急遮断弁 、採水 口 を事前に設置済み、居住者 で水

　　を活 用。（浦 安市・E）

　   管理 会社 （管理 員）の 対応

　 ・
勤続 12年 の管理 員は 、入 居者 全 員と顔 見知 りで、地 震 直 後 に

　　管理員 が各住戸 を訪 問、ノックして 声をか ける。在室 の 場合 は、
　　高齢者には、近 隣 1卜学校への 避難をすすめた。（青葉 区

・S）

役 割分担 が 行 わ れ 、組 織の 連 携に よ る 秩 序あ る運営
3）

が

行 わ れ て い た。
　小 規模 施 設 で は、管理 員 が各 住戸 を訪 闇 し、安 否確 認

の 上、高齢 者 に避 難 所への 移 動 を勧 め た 事例が見 られ た。

表 2　調査 対 象 施 設、お よび管 理 ・運 営 体制の 概要

対 象施設 施 設 概要 と管理 ・運 営概要

298 戸，2000 年 竣 工 ，3 棟，14 階建

管理 体制 ：管理 会社委託
K （浦 安 市）

居 住者組織 ： 管理組 合，単独 自治会有 り

（初年 度 よ り設 立 ・100％加入 〉

E （浦 安 市）

256 戸，1983 年 竣 工，4 棟 ，7 ・8 階建

幽 ： 自主管 理 （11 年 前 か ら 〉，窓

口 業務の み 管理 会社委託

居 住 者組 織 ： 管 理 組 合 ，単独 自治会有 り

（5 年 めに 設 立），自主 防災隊 有 り　（100％

加 人 ），熟年 者組織 有 り （2009 年 設 立 ）

N （仙 台 市 太 白区）

229 戸，1989 年 竣 工，3 棟，14 階 ・H

階 ・15階，防 災セ ン タ
ー有

幽 ；管 理 会社 委 託，24 時 間 常駐

居 住 者 組 織 ： 管 理 組 合，単 独 自治会有 り

（12年 前 設 立 ），自主 防災組 織有 り

S（仙台市青葉 区）
55 戸，1981 年竣 工 ，12 階建

管理 体制 ：管 理会 社 委 託

C（仙台市青葉区 ）

49 戸，2005 年竣 工 ，15階建

塑 ： 管理 会社委託

昼隹耋組縁 ： 管理組 合　（自治会 ：無 ）

R（仙 台 市 青 葉 区 ） 103 戸，1996 年 竣工 ，　 13 階建

囲 （仙 台 市太 白区 ） 57 戸，1998 年 竣 工，8 階建

SS（仙 台 市穴城 野 区 ） 190戸，1976 年竣工 ，2 棟，15 階建

表 3 　 調査 対象施設 の 地震被害の 概要

対 象施設 地 震被 害概要

K （浦安 市） 「一部損壊」 認 定

E （浦安 市） 「一部損壊」 認 定

N （仙台市太白区）
保 険会 社 「半損 」 認 定

罹 災 証 明 で は 「全壊」

S （仙 台 市 青葉 区） 保 険 会社 「半損 」 認 定

C （仙台 市青葉 区） （被害判定区 分不 明）

R （仙 台 市青葉 区） 「半 損 」 判 定

NN （仙台市太 自区） 応 急 危 険度判 定で 「危 険」 判定

SS （仙 台 市 営城 野 区） 「全壊 」 判 定

表 4　各施設 に おける避難行動の 具体例

  地 震直後の 避難行動

・防災 セ ンタ
ー

要 員 が マ ニ ュ アル に従 っ て 非 常放送設 備で 「非常階

　段 を使って 防災セ ン タ
ー

前 に集合して 下さい 」と呼 び か け、在宅 者

　が防災セン タ
ー

前 に集合 した。（太臼区
・N ）

・地震 発 生 直後、在宅者全員が 1階 エ ン トラン スに 〔自主 的に〕避 難

　 し、夕 方 まで滞在 した。（青葉区
・R）

・
地 震 直 後 は、在宅 して い た 居住者が、〔避 難 場 所 として 決 められ て

　 い た敷 地 内の 〕広場 に集合した。（浦 安市 ・E）
  当 日以降の避難行動
・
当 日、避難所 に 行 っ た マ ン ション 佳民 が多 く、収 容 可能人 数オ

ー

　 バ ーで 避難所に 入 れず追 い 返 された。（青 葉 区
・R）

・高層階に 住む 高齢 者 は、エ レ ベ ー
タ
ー

が停 止 し復 旧しなか っ た た

　 め、自主的に 避難した。（青葉 区
・C）

・公 的避難所は満 員 にな り、マ ン ション 1 階ロビ ー・2 階集会室を使

　 っ て 「準避 難所」を連 合 町 内会に 申請・開設、3 月 15 冂まで （通電

　 まで ）運 営した。最 大 100 人 程 度が滞 在。近 隣住民 5〜10 世帯も

　 滞 在。（太 臼区
・N）

・当 n夜 、居 住 者の 30 名 が、部屋 の 散乱や余 震 の 恐怖 感 等の 理

　 由で 、集 会 室・
ロ ビ ー

に避難。12 日夜、1家族が集会 室 に滞在。
　 特 例的 に 「準 避 難 所」に指 定。（青葉 区

・R）
・あ る理 事長 は 3〜4キ ロ歩 い て食糧を分けで もらい に行 っ たが、お

　 にぎり8 個 しか もらえず何度も往復した。（東北 管 連 ヒア リン グ）
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4 ．避難生活 ・復 旧 に 向 け た 対 応

（1） 避難生 活 ・復 旧に 向 けた 対 応

　各施 設 に お ける避難生 活 ・復 旧 に 向け た 対 応 を示 し た

ヒ ア リン グ記 録 を表 6 に示 す。
　管理 組合

・
自治会

・
防災組織等 の 対 応 を示 す。断水 の

お 知 らせ や 輪番 に よ る排 水 可 能 時 間の お知 らせ な どラ イ

フ ライ ン の 停 止 ・
復 旧 に 関す る情報や、近 隣の コ イ ン ラ

ン ド リ
ー、入 浴、病院 等 の 生 活情報 が 、掲 示 板 へ の 掲 示 、

チ ラシ 配 布 、放 送設 備 や ハ ン ドメ ガ ホ ン で の 呼 び か け に

よ っ て 、全 居 住者に 周 知 さ れ て い た。掲示 板 が これ ま で

な か っ た施設 で は、新 たに設 け られ、掲示 板 の 周 りは、
井 戸端 会 議、即 ち コ ミュニ ケー

シ ョ ン の 場 とな り、居 住

者の 不安 の 解消 に役 立 っ た とい う。地 震発 生 か ら近 い 時

期 に 大規 模修繕 工 事 が予 定 され て い た施 設で は 、大 規模

修繕 ：1事 を先送 り し、復 旧 工 事の 優先が行 われ て い た。
　管 理 会 社 の 対 応 に つ い て 、施 設 の 被 災 状 況調 査 を行 い 、
報 告 書を早 々 と管理 組 合 に 提 出 した 管理 会 社や、高齢者

の 安否 確 認、高層 階 に住 む 高齢者の た め灯 油 の 運 搬 を行

っ た管 理 員 が い た
一

方 で 、対応 が十 分 で ない 場 合 も見 ら

れ た と の こ と で 、管理 員個人 の 資質や管理 会社．の 対 応 の

違 い が 、居 住 者 の 生 活 復 「口に影 響 を及 ぼ した。
（2）相互 支援活動 と⊇ ミ ュ ニ テ ィ の 変化

　 各施 設 に お け る 相 互 支援 活 動 の 記 録 を表 7 に示す、
　各 住 戸 の 冷 蔵 庫 の 食品 の 持 ち寄 りや、避 難の 際に 残 っ

て い た 食材 を 残 留 者や 管理 員室 に 提 供す る な ど の 相 互 支

援 が行 われ た。震 災以 前 か ら活 動 して い たシ ニ ア 組 織 の

メ ン バ ー
が 、高層階の 高 齢者住戸 に 水 を 運 搬 す る 等 の 活

動 が 行 われ た。浦安 市で は、泥 の 撤去 の ボ ラ ン テ ィ ア を

呼 び か け、居住者や外部か ら多 くの 人 が集ま り 共 同作業

が 行 わ れ た。仙台市の 大規模施設 で は 、集ま っ た 支援物

資 を、被害が 大 き な石 巻 市 等へ提 供 した事 例 も見 られ た。
　震 災前 後 で の コ ミ ュ ニ テ ィ の 変化 に 関 し、阪神 の 時

1）

と同様 に、震 災 をき っ か け に顔 見 知 りが増 え、居 住者 の

間 分
一’
体感が で き た り、震災 に よ る 助 け 合い に よ り、住

民 間 の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン が増 えた、震災 を経 験 し て コ

ミ ュ ニ テ ィ が 良 くな っ た、コ ミ ュ ニ テ ィ が前 か らあ っ た

とこ ろ は さ らに 良 くな っ た、とい う回 答が複数見 られ た。

表 6　 避 難 生 活 ・復 旧 に 向 けた 対 応 の 具 体例

5 ．居住者組織 の 構築プ ロ セ ス と 震災時 の 活動

　こ れ ま で に 示 した 事例 よ り、管理 組合 の み な らず 自治

会、防災組 織、シ ニ ア 組 織 やボ ラ ン テ ィ ア 組 織が 、地 震

発生後の 対応 に 大 き な力 を発揮 し た こ とが わ か っ た。
　 そ こ で、そ れ ぞ れ の 施 設 に お け る 震 災 以前 か ら の 居 住

者組 織 の 構 築や 活 動 の プ ロ セ ス と、東 日本 大 震 災 にお け

る 直後 の 対応 や 復 旧 に 向 け た 活 動 の 整 理 を 行 っ た。一
例

と し て、施 設 K （浦安 市） の ケ
ー

ス を図 1 に示 す。
　施 設 K で は 当 初 か ら 自治 会 が設 立 され、自治 会 は 居 住

者の 100％が 加入 と なっ て お り、当初は お祭 りが 自治会

の メ イ ン イ ベ ン トで あ っ た。そ の 後、2009 年 度 の 自治

会役員の 発案で 、防災倉庫の 備蓄 品 を活 用 した 防災 訓練

の 実 施 や 防災 見 学 ツ ア ーの 開 催 な ど防災 対策 活 動 が 活 発

に な っ て きて い た。
　施設 K で は、管理 組 合お よ び 自治 会 の 新旧 役 員の 交 代

時 期 が 2A 末 とな っ て い た こ とか ら、地震 が発 生 した 3

月 11 日は役 員交代直後 で あ っ た。管理 組合や自治会の

役 員 の 活動 に 不 慣 れ な新役 員 を補佐 す るた め、前 年 度の

役員が集 ま っ た。結果 と して 、施 設 K で は 、よ り多 くの

役 員 が 未 曽有 の 震 災 へ の 対 応 に 関 わ る こ と に な っ た こ と

は、不 幸中の 幸い だ っ た と も考 え られ る。

  管理 組合・自治会・防災組織等の 対応

・非常放送設備を使 っ て 〔管理組合・自治会関係者が〕当 初は 10

　 分お きに住民 に 情報 （食事 の 準備、病 院開設、入 浴情報等）を
一

　斉 放 送 して い た。（太 白区・N）
・断水 等の 情報は 〔管理 組合・自治会 関係者が 〕各棟の 掲示板 に掲

　示 し、各 戸の 玄 関ポス トに紙 を配 布。理 事長が拡 声 器を使 用 して

　屋 外 から呼 びかけ を行っ た。（浦 安市・E＞

・〔排 水 設備 が被 害を受 け、排 水 のあ ふれ を防ぐため 〕輪番 で フ ロ ア

　 ご とに1 日2 時 間排 水 可能 な時 間を設 定、居 住者 にチラシ 配 布や

　掲 示 によ っ て 周 知徹 底 した。（浦 安市・K）
・〔管理 組合・自治会役員 等 が〕15 口 に エ ン トラン ス ホ

ー
ル に掲 示 板

　 を作 り、コ イン ラン ドリ
ー

情 報 などの 生 活 情 報を 〔管理 組 合
・
自治 会

　 関係者 が〕発 信した。この 掲示板 は居 住者の 不 安感を取り除くの

　 にも役立 っ た 。井戸端会議の ように 、居 住者 が 掲示 板前に 集ま っ

　て 話をするなど、コ ミュ ニ ケーシ ョ ン ツール ともなっ て いた。（浦安

　市・K ）
・予 定 して い た大規模修繕 工 事を先送 りし、復 旧 工 事を 優先させ

　た。（浦 安 市・K）

  管理 会 社 等 の 対 応

・震 災 翌 口から理 事等 と密 に コ ミュニ ケ
ー

シ ョ ン 。被災状況 調 査 報告

　の 作 成。（浦安市・K）
・
居 住者 には高 齢者、女性 の

一
人住 まい が 多か っ た。EV が 止まっ

　てお り困 っ てい た居住 者をみて、管 理 員が 階段 を使 っ て灯 油を 10

　階まで 運 搬 した。（青葉区
・S）

・EV 停 止 に対 し、管理 会社も工事会社も復 旧 に動 い てくれず、修
　繕業者がなかなか 来なか っ た。（東北管連ヒアリン グ）
・管理 員 によ っ て は、毎 口高 齢者の 安否 確認 をして い た人 もい たが

　管理 員の 個人 差が 大きか っ た 。（東北管連ピア リシ グ）

表 7 　 各施 設 に お け る相 互支 援 活 動の 具 体例
・居住者 同士 で 食べ 物を持 ち寄 っ た。停電の ため 冷蔵庫 内の 食品

がダメに なるの で 、早め に食べ て 消費した。（東北管連ヒア リン グ）
・居 住者 が避 難す るとき、余 っ た食材を残 っ て い る 人や 管理 員室 に

差 し入れ て くれたe（東 北 管連 ヒア リング）

・余った支 援 物資 を石 巻、亘 理、山本 町へ提 供 した。（太 自区・N）

・シ ニ ア組織 が高層の 高齢者住戸に水 を運 搬・配布。（浦安市・E）
・〔管理 組 合が 〕駐 車場 の 泥 かきボランテ ィア を募集した。ボラン ティ

アを含め、家族 総 出で住 民 100 人 程 度集 まり、液 状 化で 砂が 大 量

にあ っ た マ ン シ ョ ン の 駐 車場 の 泥 か きを行 っ た 。（浦 安市 ・K ）
・〔管理 組 合が 呼 び か け〕マ ン シ ョ ン の 敷地 内 の 泥 の 撤去 な ど を

行 っ た。自主 防災隊 が 中心 とな り、シ ニ ア 組織、住民 の 他

に、住民の 友人な ど 1000 人程度集 ま っ た。（浦安市・E）
・コ ミュニ テ ィ形 成 が進 ん だ マ ン シ ョン で は 、居 住者 同士 の 助 け合

い 、食 料 を持 ち寄 り 共 用 ス ペ ー
ス で の 炊 き出し、配 食、情 報 収

集 ・提 供、貯 水 槽 による水 確 保など、一戸 建 て で は な い マ ン シ ョ ン

の 良さが 発揮 された。（卩本 マ ン シ ョ ン 学 会
4〕
）

・高齢者が 多い マ ン シ ョン で は、要 介護者情報 を持 っ てい る民 生委

員、地 域包 括 支援 セ ン タ
ー

などとの 連携 が 役立 っ た。（太 fi区・N ）

　ま た、施 設 E で は、自治 会や 自主 防 災 隊 に加 え、熟年

者 組 織 の 活動 が震 災 前 か ら活発 で 、平 冂 の 昼 間 とい う発

災時 も在宅 し て い た熟年者組織が力 を発揮 して い る。
　 施 設 N で は、居 住者 の 高 齢化 が 進 み、デ イ サービス の

車 が よ く来 る こ とに 危 機意識 を感 じた居 住者 らが 2009

年 に 自治 会 活性 化 委 員 会 を 設 け、face　to　face の っ な

が りを 重視 し、2010 年 に 初 め て の 芋煮 会 を開 催 し て い

る。こ うし た 自治会活 性化 の 活 動 が 始ま っ た 翌 年、震災

が発 生 し、準避 難 所 開 設 や 要介護 者の 受 け入 れ先確 保 な

どの 的確な対応 が行 われ て い る。
　 以 上 の よ うに、東 日本 大 震 災後 の 幾 つ か の マ ン シ ョ ン

で は 、発 災 前か ら防災 や コ ミ ュ ニ テ ィ への 問題 意 識 を 持

っ て 活 発 に 活 動 し て い た 居 住 者組 織が 中心 と な り、被害

や ラ イ フ ライ ン の 状 況 をふ ま え て 柔 軟 な 対応 が 行 われ た

と 言 え る。居 住者 同 士 の 日頃 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や 問
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題 意識 の 共 有、防 災 対 策 へ の 取 り組 み が あ っ た か らこ

そ、災 害発 生時に も的確に 動 けた もの と考 え られ る。

6 ．共 用 施 設 ・設備 ・情報 シス テ ム の 活用

　表 8 に 、発 災 後 に 活 用 され た 共 用施 設 ・設備 ・情 報

ツ
ー

ル と役立 っ た 物 資 ・資材 を示す。
　共 用 施設 で は 、マ ン シ ョ ン の 屋 外 広 場 が、集 合 場 所

や 災害対 策本 部 設 置に 活 用 さ れ た。屋 内 の 集 会 室 は 、

震 災 直後 か ら居 住者 の 打 合 せ ・話 し合 い に活 用 され た。
エ ン トラ ン ス ロ ビーや集会室 が 準避 難所 と し て 有 効 に

活 用 され た。阪 神 の 時
1）と同様 に 、相互 支援活動の 上で 、

共用 空 間が 有効 に活 用 され た こ とが明 らか に な っ た 。

　設 備や 情 報 ツ
ール で は、館 内 の 情報 伝達 に は 既 設 の

全 館 放 送設 備が 非常 に 役 立 っ た。放 送 設 備 が ない 場 合

に は ハ ン ド ・
メ ガ ホ ン 、掲 示 板 ，メ

ー
リ ン グ リス トが

有効 に 活 用 され た 。 外 部 との 情 報 伝 達 には、停電時で

も通 信 可能 な ア ナ ロ グ の 黒 電 話 が役 立 っ た。

　 そ の 他、非常 用 レ トル ト食 品 （ア ル フ ァ 米
・

カ レ
ー）

は す ぐ在庫が な く な り、ペ
ッ トボ トル の 水、乾パ ン は 余

っ た。電 池 式 の 灯 油 ス ト
ーブ、ヤ カ ン や 鍋、七厘 ，プ ロ

パ ン ガ ス ，カ セ ッ トコ ン ロ が役立 っ た。携 帯 型 トイ レ は 、
仙 台 で は 必 要 な く余 っ た が、浦安で は 凝固剤 入 り簡 易 ト

イ レが 大変貴重 で あ っ た。液 状 化 の 泥 出 し に つ る は し
・

ス コ
ッ プ が役 立 っ た。こ の よ うに 、地 域 の 被 災 状 況 に よ

っ て 、災害後 に役 立 つ 物 資 ・資材 の 種 類が 異 な っ て い た。
　以 上 の よ うに、共 用 施 設 を利 用 し た準避 難 所 の 運営、

非常放送 設 備 ・掲 示 板 な ど を活用 した 情報伝 達 な ど施

設 ・設備 が 効果 的 に 活用 され た こ とが 明 らか に な っ た。

7 ．終わ りに

　本 稿 で は 、仙台市 ・浦 安 市 の 集 合 住宅 を対 象に、被害

状況、避 難 行動 、地 震直 後 の 対 応、避 難生 活 ・復 旧に 向

け た 対 応、相互 支援 活 動 を調 べ 、防災活動組織 と共 用施

設 ・設 備 の 活 用 の 観 点か ら整 理 し た。そ の 結 果、発 災 前

か ら活 動 して い た 居住 者組 織 が 中 心 とな り、被害や ラ イ

フ ラ イ ン の 状 況 を ふ ま えて 柔 軟 に 対 応 レ、共 用施 設 を 利

用 し た 準避 難 所 の 運 営や、非常放送設 備
・掲 示板 な どを

活 用 し た 情報伝達 な ど施 設 ・設 備 が 効 果 的 に 活 用 され た

こ とが 明 らか に なっ た。
　ヒ ア リン グ調査 等 に ご 協 力 い た だ い た NPO 法 人 東 北 マ

ン シ ョ ン 管理 組 合 連 合 会、東 京 湾 岸集 合 住 宅 ぼ うさい ネ

ッ トワ
ーク、大 和 ライ フ ネク ス ト（株）、お よび各 管 理 組

合 ・自治 会 等 の 皆 様 に 深 く感 謝 い た しま す。

図 1　K（浦 安市 ）に お け る居住 者 組 織 の 構 築 ・活 動 プ ロ セ ス と東 日本 大 震 災発 災 後 の 対 応 （左
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